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メーキャップ

今週のお祝い

●創立／1968年4月24日 ●事務所／米子市西福原1-1-55 ホテルサンルート米子 ℡(0859)32‐5531
●例会日／水曜日12:30～13:30 ●例会場／ホテルサンルート米子市西福原1-1-55 ℡(0859)33-0911
●会長／木美俊彦 ●幹事／長棟信泰 ●会報／楠 明彦

「 ロータリーに誇りを ! 参加しよう そして、行ってみよう 」

今週のお祝い
本人誕生祝：

2日 新納哲雄君 18日 井上賢明君
21日 杉原弘一郎君 24日 鷲見雄司君
25日 梅田整一君 27日 多林美智子君

会員数 91名 （正会員 90名 名誉会員 1名）

会長挨拶 幹事報告

こんにちは 先週は大変嬉しいニ ースがあり

１．本日18：30～第1回家庭集会（王子倶楽部）
２．9/8米山記念奨学委員長研修会並びに米山記念奨

学生・学友懇談会（松江東急イン） 面谷リーダー出
席

３．9/1会員増強・R財団合同セミナー出席お礼
４．11/23・24全国ロータリアン親睦卓球大会 in 出雲

協力要請 （ガバナー事務所より、 出雲中央RC
主催）

こんにちは、先週は大変嬉しいニュースがあり
ました。オリンピック東京開催です。私も早朝か
らテレビを見ていました。あの全国に歓喜の渦を
巻き起こした感動の映像をイメージして、本日私
もＩＯＣ会長と同じように「ＴＯＫＹＯ」の文字をこう
して印刷してまいりました。

２０２０年の開催は日本にとっても大変な経済
効果があると期待しております。私にとりましてこ

５．例会変更のお知らせ
米子中央RC 9/19（木） 移動例会

ビジター受付あり
米子南・松江南 9/23（月） 休会 法定休日 なし

次回プログラム

9/18 「米子松蔭高等学校インタ アクトクラブ
効果があると期待しております。私にとりまして
の決定で一番興味があったのは、どのようにして
招致を勝ち取ったかということであります。そこで
すぐに思いだしたのが、女子バレーの元柳本監
督の「負けることによりはじめて相手の戦い方が
理解できる。」という言葉であります。今回の日本
のプレゼンテーションは日本人としては非常に
派手な感情表現であったと思います。ＩＯＣの役
員 方にも大変イ パクトがあ た はと思

9/18 「米子松蔭高等学校インターアクトクラブ
活動報告」

9/25 「エコツーリズム国際大会2013 in   鳥取」
西部総合事務所 山根淳史所長

今後の主な予定
9/23 5RC合同親睦ゴルフ大会員の方にも大変インパクトがあったのではと思い

ます。それが「日本のプレゼンテーションチーム
には情熱と決意すなわちパッションとディターミ
ネーションがあった。」という表現となったのでは
ないでしょうか。私も興奮しております。是非各
テーブルにてこの話題で盛り上げて頂ければと
思います。

9/23 5RC合同親睦ゴルフ大会
（大山平原ゴルフクラブ）

10/4 地区大会記念チャリティゴルフ
（備中高原北房カントリー倶楽部）

10/6 地区大会 本会議
（津山総合体育館)

10/20 大山一斉清掃



小谷維夫 会員増強・維持委員長（理事）

私は入会２０年になります。本日ここに面白い資料をお持ちいたし

＜プログラム＞ 今年度理事方針

ました。当クラブの創立２５周年記念写真（１９９３年）であります。当
時約７０名のメンバーのうち現在は１５名が在籍されています。ここ
に会員増強の本質があるように思います。すなわち増強なければ１
０年で会員数は半減、２０年で４分の１、３０年で１割となります。い
かにクラブの活動のためには会員増強が必要であるかが理解でき

るかと思います。よって本年度もチャレンジ１００を目標として行きたいと思います。また会員の増強が
拡大すればするほど会員間の交流、特に世代間の交流が大事となってきます。家庭集会等に是非参
加して頂いて多くの会員との交流を図 ていただきたいと思います メ キャ プも出来る限りしてい加して頂いて多くの会員との交流を図っていただきたいと思います。メーキャップも出来る限りしてい
ただきたいと思います。他のクラブの良さもわかりますが、なによりも当クラブの元気印がいかに凄い
かかがわかると思います。

足立博俊 クラブ広報委員長（理事）

本年度の最重要課題は「ロータリーの友」へ当クラブの事業の投稿
であります。皆様の協力を持って是非実現したいと思います。次
に当クラブの事業内容をマスメディアで３回はＰＲしたく思います。
すでに２回実現しております。一つは本年度「木美体制」の告知報
道です。そして米子図書館への当クラブ寄贈セレモニーの紹介であ
ります。以後作文コンテスト、インターアクト等を考えております。最

後に当クラブホームページの内容の充実であります。皆様のご提案を宜しくお願いします。

今出 上 クラブ管理運営委員長（理事）

本年度は木美会長の方針であります「ロータリーの誇りを！参加し
て！行ってみよう！」を最大課題として行きたいと思います。当クラ
ブ事業予算の約半分を受け持つ委員会であります。３委員会三位
一体となってそれに値する事業内容に全力を尽くしたく思います。特
に対外的には地区大会、ＩＭ、５ＲＣ合同例会等の積極的参加を、対
内的には世代交流を目指して行きたいと思います。

宮永誠治 奉仕プロジェクト委員長（理事）

私はロータリー奉仕活動の原点であります「自分の仕事を通じて社会
に奉仕する」をモットーにしております。当プロジェクトの主な奉仕事業
は職場訪問、大山一斉清掃（年２回）、中海アダプト（年２回）、作文コ
ンテスト、インターアクト等恒例事業が多数あります。是非多くの会員
の方のご参加を心よりお願い申し上げます。

石部裕一 会場監督（理事）
会場監督は英語で「サージャント アット アームズ」（ＳＡＡ）と言い
英国王室議会の守衛官を意味します。それが米国議会からロータ
リークラブへと伝わりました。ロータリークラブのユーモアさを感じさリ クラブへと伝わりました。ロ タリ クラブのユ モアさを感じさ
せる表現であると思います。すなわちこの会場の運営の権限はす
べて私が持っているわけであります。（笑い）
特に「私語」に関しての注意は遊び心を持ったある方法を考えてお
ります。本年度のモットーは「スピーチはユーモアとコンパックトに、

食事はせめて１０分間を」と考えております。例会で是非とも会員相 互の親睦を深めて下さい。


